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ま
し
た
。

バ
ラ
が
欧
米
か
ら
渡
来
し
た
窓
口
は
横
浜
て
す
が
、

そ
の
頃
、
バ
ラ
に
か
か
わ
っ
た
二
人
の
外
国
人
が
い

明
治
三
年
、
山
手
公
園
が
居
留
外
国
人
の
手
‘
て
開

設
さ
れ
る
と
、
そ
の
年
か
ら
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー
が
削

ド
イ
ツ

か
れ
ま
し
た
。
英
国
の
プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
て
独
逸

人
の
ク
ラ
マ
ー
氏
は
、
明
治
五
年
の
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ

ー
に
、
今
ま
て
見
た
こ
と
の
な
い
索
晴
ら
し
い
赤
い

バ
ラ
を
出
品
し
て
、
居
留
外
国
人
に
注
目
さ
れ
、
英

字
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
て
、
赤
い
バ
ラ
は
評
判
に
な

か
な
が
わ
と

横
浜
と
バ
ラ
と

中
野
孝
夫
（
横
浜
ば
ら
会
会
員
）

り
ま
し
た
。

彼
の
雇
主
て
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ク
ラ
ブ
の
ス
ミ

ス
氏
は
、
明
治
五
年
九
月
二
十
八
H
か
ら
長
期
閻
、

に
っ
し
ん
し
ん
じ
し

ば

ら

日
本
字
新
聞

r
日
新
真
事
誌
』
に

「
英
国
産
の
薔
薇

売
り
ま
す
。
横
濱
山
六
士

二
番
ス
ミ
ス
」
と
広
告
を

出
し
て
い
ま
す
。
多
分
、
こ
れ
が
我
が
国
初
の
近
代

バ
ラ
の
広
告
て
は
な
い
て
し
ょ
う
か
。

現
在
の
岩
崎
博
物
館
の
地
に
明
治
十
八
年
に
建
っ

た
ゲ
ー
テ
座
て
は
、
明
治
十
八
年
か
ら
二
十

一
年
の

四
年
間
、
毎
年
、
居
留
外
国
人
の
フ
ラ
ワ
ー
シ

ョ
ー

が
開
か
れ
、
こ
の
頃
に
な
る
と
多
く
の
バ
ラ
が
使
わ

れ
ま
し
た
。

「
サ
マ
ン
サ
」
。
2
S
3
ペ
ー
ジ

の
パ
ラ
は
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー

大
船
植
物
園
で
揖
影
。

時
は
経
て
、
関
東
大
裳
災
は
、
横
浜
に
大
破
壊
を

も
た
ら
し
、
そ
の
復
興
に
は
外
国
か
ら
の
支
援
が
多

く
あ
り
ま
し
た
が
、
復
興
の
記
念
と
し
て
友
好
の
バ

表
紙
写
直
7
港
の
見
え
る
丘
公
圏
の
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
。

裏
表
紙
写
真
／
F
コ
ー
ル
ド
パ

ニ
ー
」。

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
大
船
植
物
園
で
。

3
 

開
港
と
共
に
横
浜
に
入
っ
て
き
た
バ
ラ
。

そ
の
華
や
か
な
美
し
さ
．
て
、

私
達
を
魅
了
し
線
け
、

横
浜

[m、
綾
瀬
市
、
箱
根
附
の
三
市
町
て
は

ま
ち
の
花
に
バ
ラ
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

神
奈
川
に
咲
く
芙
し
い
バ
ラ
の
惟
界
に

遊
び
ま
せ
ん
か
。



左上／こども植物園のパラ園右上・下／港の見える丘公園で。

昨秋、西洋館とパラを中心にした洋風庭固も新たにオープン。

中
野
孝
夫
（
な
か
の
・
た
か
お
）／
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
し
て
、
パ
ラ
の
歴
史
の
調
査
、
パ

ラ
撮
影
｀
パ
ラ
の
情
報
誌
の
発
行
に
携
わ
る
。

横
浜
市
在
住
。

閾 E
 

山
手
公
図
、
右
中
央
に
見
え
る
の
が
フ
ラ
ワ
ー
シ

ョ
ー
会
場

写
真
提
供
／
横
浜
開
港
資
料
館

ラ
ニ
千
株
が
シ
ア
ト
ル
市
（
米
国
）
か
ら
附
呈
さ
れ
、

昭
和
六
年
開
港
記
念
会
館
て
盛
大
な
バ
ラ
の
歓
迎
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

ハ
マ
」

不
幸
な
こ
と
に
横
浜
は
、
そ
の
後
第
二
次
世
界
大

戦
て
戦
火
に
遭
い
ま
し
た
が
、
復
興
中
に
開
か
れ
た

日
本
貿
易
博
覧
会
て
の
バ
ラ
展
て
、
米
国
か
ら
「
ピ

ー
ス
」
と
い
う
名
の
バ
ラ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
り
、
横
浜
の
バ
ラ
好
き
が
集

ま
っ
て
、
「
横
浜
ば
ら
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
五
十

年
前
の
こ
と
て
す
。
以
来
、
年
二
回
バ
ラ
展
を
開
催

し
て
、
そ
の
美
し
さ
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
、
横
浜
ば
ら
会
は
創
立
五
十
周
年
を

迎
え
、
ま
た
バ
ラ
展
が
百
回
目
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

を
記
念
し
て
黄
色
の
大
蛉
の
バ
ラ
を
「
ロ

ー
ズ
ヨ
コ

と
命
名
、
発
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。



右
ペ
ー
ジ
／
花
の
出
来
具
合
を
確
か

め
る
石
川
さ
ん
。
上
／
美
し
い
花
を

咲
か
す
た
め
、

―
つ
の
枝
に
花
は
一

つ
か
二
つ
。
右
下
／
パ
ラ
を
切
り
花

で
も
楽
し
む
た
め
、
最
近
は
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
勉
強
も
。
左

下
／
庭
で
血
様
の
貞
子
さ
ん
と
。

バ
ラ
づ
く
り
を
楽
し
む

横
浜
ば
ら
会

ゃ

石
川
禰
之
助
さ
ん

（
逗
子
市
在
住
）

バ
ラ
づ
く
り
を
始
め
た
の
は
、

八
年
前
の
こ
と
‘
て
す
。

横
浜
の
デ
パ

ー
ト
て
、

た
ま
た
ま
横
浜
ば
ら
会
の
バ
ラ
展
を
目
に
し

ま
し
て
、

自
分
て
つ
く
っ
て
こ
ん
な
美
し
い

花
を
咲
か
せ
ら
れ
た
ら
索
晴
ら
し
い
だ
ろ
う

な
と
思
っ
た
の
て
す
。

バ
ラ
の
苗
木
を
求
め
、

~
 

今
か
ら
七
、

そ
れ
か
ら

し
か
し
、

早
速
、

一
、
二
年
は
バ
ラ
づ
く
り
の
参
考
書
を
片
手

に
、
試
行
錯
誤
の
毎
日
。

本
の
通

り
に
や
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
ん
て
す
ね
。

自
然
が
相
手
て
す
か
ら
、

雨
ば
か
り
の
年
も
あ
る
。

か
な
い
ん
て
す
よ
。

の
バ
ラ
展
に
通
い
、

暑
い
年
も
あ
れ
ば
、

理
論
通
り
に
は
い

そ
れ
て
、

横
浜
ば
ら
会

相
談
コ
ー
ナ
ー
て
あ
れ

こ
れ
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
う
ち
に
会
員
に

も
な
り
、
花
も
五
鉢
か
ら
始
め
た
も
の
が
、

大
輪
が
八
十
鉢
、
房
咲
き
が
二
十
鉢
、
ミ
ニ

バ
ラ
が
百
鉢
ほ
ど
に
増
え
、
庭
は
バ
ラ
て
埋

ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

一
日
中
、
庭
に
い
て
も
飽
き
ま
せ
ん
ね
。

地
植
え
て
育
て
る
に
は
狭
い
も
の
て
す
か
ら
、せ

鉢
て
育
て
て
い
る
の
て
す
が
、
水
や
り
や
施

ひ肥
、
害
虫
駆
除
は
も
ち
ろ
ん
、
日
当
た
り
を

考
え
て
鉢
の
置
き
場
所
を
変
え
た
り
、
台
風

の
時
期
は
風
の
当
た
ら
な
い
場
所
に
避
難
さ

せ
た
り
と
、
や
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
。
毎
日

が
自
然
と
の
闘
い
て
す
。
て
も
、
手
を
か
け

れ
ば
か
け
た
だ
け
、
そ
の
思
い
に
報
い
て
、

美
し
い
花
を
つ
け
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
が
、

何
よ
り
楽
し
く
‘う
れ
し
い
ん
て
す
ね
。
（
談
）
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『弓

左上／パラ担当の原さん。右上／この温室内のパラを交配し、新品種のパラがつくられる。

左下端から、 農業総合研究所で生まれたパラ、 rラプミーテンダー」「プライダルファンタ し

ジー」「スターマイン」。 右下中/2~ンほどに育ったパラの苗。ここから新種へむけての選

抜が始まる。右下端／勺見在はスイートピーの育種を手掛ける柳下さん。

バ
ラ
を
研
究
す
る

神
奈
川
県
農
業
総
合
研
究
所
生
物
資
源
部

原
靖
英
さ
ん

ゃ
ぎ
し
た

柳

F
良
芙
さ
ん

ま
ず
花
の
色
や
形
な
ど

神
奈
川
県
て
は
平
塚
市
や
秦
野
市
を
中
心

に
バ
ラ
栽
培
が
盛
ん
て
、
切
り
花
の
生
産
塁
は

全
国
第
四
位
て
す
。
神
奈
川
の
農
業
を
支
え

る
た
め
、

平
塚
市
に
あ
る
県
の
農
業
総
合
研

究
所
て
は
新
品
種
の
育
成
、
涵
品
質
な
作
物

を
つ
く
る
栽
培
方
法
、
農
薬
な
ど
の
使
用
を

少
な
く
し
た
環
境
に
優
し
い
農
業
技
術
の
開

発
に
か
か
わ
る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

い
く
し
ゅ

「私
達
は
育
種
の
担
当
て
花
の
生
産
牒
家
の

た
め
に
新
し
い
品
種
を
育
成
し
て
い
ま
す
」

と
即
卜
さ
ん
。

「バ
ラ
の
場
合
、
ポ
イ
ン
ト
は
花
の
色
、
大

き
さ
、
育
て
や
す
さ
、
収
穫
贔
の
多
さ
に
あ

り
ま
す
」
と
原
さ
ん
。

育
種
の
手
法
は
、

け
い
し
つ

育
種
の
目
椋
を
設
定
し
、
目
標
の
形
質
に
優

れ
る
品
種
を
交
配
し
、
種
を
と
り
ま
す
。
冬

に
こ
の
種
を
ま
き
、
半
年
く
ら
い
し
て
二
十

t

ぽ
ど
に
育
ち
、
最
初
の
花
を
つ
け
た
時
点

て
、
花
ぴ
ら
の
枚
数
、
形
、
色
、
葉
な
ど
を

見
て
、

一
次
選
抜
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後、

二
次、

三
次
と
選
抜
を
進
め
品
種
を
絞
り
込

み
、
最
終
的
に

一
品
種
、
十
株
ず
つ
を
植
え
、

9

花
の
咲
き
方
、
輪
数
、

茎
の
長
さ
、
玉
さ
な

ど
の
収
埜
調
木
JaL
を
行
い
、
そ
こ
て
よ
い
と
な

っ
た
も
の
を
初
め
て
品
種
登
録
し
ま
す
。

登
録
に
は
二
年
か
か
り
‘

―
つ
の
花
が
批

に
出
る
ま
て
六
年
近
く
を
要
し
ま
す
。
現
在
、

研
究
所
か
ら
生
ま
れ
た
バ
ラ
は
六
種
が
品
種

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

8
 



初
心
者
や
、
庭
が
な
く
ベ
ラ

ン
ダ
て
バ
ラ
づ
く
り
を
楽
し
み
た
い
と
い
う
Jj

に
は
、
ミ
ニ
バ
ラ
類
が
向
い
て
い
ま
す
。
性
旅
只

が
強
い
の
て
水
と
肥
料
を
よ
く
や
り
、
太
陽
に

tJJ心
佐
、
て
も

＃
て
や
す
3
ハラ

あ
て
て
や
る
と
う
ま
く
育
ち
ま
す
。
庭
が
あ
る

方
は
中
型
の
バ
ラ
て
病
牢
0

虫
に
強
く
、
牛
育
が

旺
盛
な
フ
ロ
リ
バ
ン
ダ
系
（
四
季
咲
き
中
輪
房

口

．
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｀
 

「レ
デ
ィ
メ
イ
ア
ン
デ
ィ
ナ
」。ミ
ニ
パ
ラ
種。
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LF
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●
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ー

し

t
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rT
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i
.9
,3
,
9，

り

心

レ

ぶし

「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
メ
イ
ア
ン
デ
ィ
ナ
」。
ミ
ニ
バ
ラ
種
。

丈

夫
で
育
て
や
す
い
「
ク
イ
ー
ン
エ
リ
ザ
ペ
ス
」
（

の
て
、
代
表
的
な
品
種
に
「
モ
ニ
カ
」

1
フ
ラ
ッ

ク
テ
ィ
L

「
マ
ダ
ム
ヴ
ィ
オ
レ
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。半

剣
弁
高
芯
と
は
花
も
、
芯
も
高
い
の
て
す

が
、
花
び
ら
が
剣
弁
は
ど
に
は
と
が
っ
て
い
な

い
も
の
を
い
い
ま
す
。
ブ
ル
ー
ム
ー
ン
」

「パ

。ハ
メ
イ
ア
ン
」
「
乾
杯
」
「
ピ
ー
ス
」
な
ど
が
あ
り

ま
す
。丸

弁
と
は
花
び
ら
が
丸
い
も
の
て
、
「
マ
チ
ル

ダ
」
「
ア
イ
ス
バ
ー
グ
」
「
ニ
コ
ル
」
な
ど
が
あ
り

花
の
色
は
様
々
て
す
が
、
化
の
表
と
裏
の
色

が
遠
う
複
色
、
中
心
部
と
ふ
ち
の
部
分
て
色
が

ふ
く
り
ん

違
う
覆
輪
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
人
気
が
．尚
く
な

っ
て
い
ま
す
。

咲
き
柾
）
や
初
心
者
向
け
の
代
表
的
品
柾
て
あ

る
「
ク
イ
ー
ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
」
「
乾
杯
」
な
ど
か

ら
始
め
る
と
よ
い
て
し
ょ
う
。

,~

' 

ま
す
。

バ
ラ
の
店
本
的
な
花
腹

バ
ラ
の
入
門
編
と
し
て
、

剣
弁
高
芯
と
は
、

ま
ず
知
っ
て
お
き

た
い
の
は
花
型
て
す
。け

人
べ
ん
こ
う
し
ん
は
ん
け
ん
べ
ん
こ
う
し
ん

代
表
的
な
も
の
に
剣
弁
高
芯
、
半
剣
弁
邸
芯
、

丸
弁
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。

喜
ら
の
先
端
が
や
や
と

が
っ
た
形
て
、
花
の
高
さ
、
芯
が
高
く
な
る
も

剣弁高芯の一種、「コンラッドヘンケル上

-__ , 

半剣弁高芯の花、「ピース上

丸弁の代表的な花、「マチルダ」。

指
導
／
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
大
船
植
物
園

福
井
英
治
さ
ん

棚
め
て
の
バ
ラ
づ
く
リ

フラワーセンター大船植物園内のパラ圏3
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~ 
花
の
香
も
楽
し
み
の
一
つ

バ
ラ
に
は
か
ぐ
わ
し
い
香
り
が
あ
り
、

昔
か
ら
香
料
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
香
り
が
よ
い
も
の
は
大
輪
系
の
種

に
多
く
‘
「
パ
パ
メ
イ
ア
ン
」
な
ど
代
表

的
な
も
の
て
す
。

花
の
付
き
方
も
、
芯
を
中
心
に
幾
巫

に
も
巻
い
た
も
の
、

一
重
や
、
半
八
重

の
も
の
と
、
様
々
。
注
意
し
て
見
て
み

る
と
楽
し
さ
が
広
が
り
ま
す
。

... ad 
、(＼ ， 

B 

., I¥., ぶ、--

く`'ヽヽ・

廿`
n
 n
 ロ
~ 

心

『 •·

[r  
黒点病。五月から梅雨

時期は特に注意を。

バ
ラ
は
病
古
虫
に
弱
い
の
て
、

に
薬
剤
散
布
を
し
ま
し
ょ
う
。

新
葉
や
花
首
が
、

の
て
、

予
防
の
た
め

典
っ
白
く
な
っ
て
し
ま
う

「
う
ど
ん
こ
病
」
や
、
葉
に
黒
い
斑
点
が
生
じ

る
「
黒
点
病
」
は
バ
ラ
の
か
か
り
や
す
い
代
表

的
な
病
気
て
す
。
病
気
に
か
か
っ
て
い
る
染
を

兄
付
け
た
ら
出
米
る
限
り
取
り
除
き
、

梅
雨
時
は
要
注
意
て
す
。

焼
却
し

ま
し
ょ
う
◇
水
を
媒
介
に
し
て
、
う
つ
り
ま
す

地
植
え
て
ム
11
て
る
場
合
、
株
元
に
わ
ら
や
腐

＊
 

葉
土
を
敷
き
、
マ
ル
チ
ン
グ
し
ま
し
ょ
う
。

m

の
跳
ね
返
り
て
病
気
が
う
つ
る
の
や
、
雑
苧
が

生
え
る
の
を
防
ぎ
、
地
温
を
一
定
に
保
ち
ま
す
。

バ
ラ
は
育
て
方
に
よ
っ
て
は
冬
を
除
き

一
年

中、

花
を
楽
し
め
ま
す
が
、
原
種
や
ツ
ル
バ
ラ

類
は
春
に
し
か
咲
か
な
い
も
の
が
多
い
て
す
。

る
た
め
に
つ
ば
み
は
取
り
ま
し
ょ
う
。
そ
う
す

る
と
秋
に
ま
た
美
し
い
花
が
楽
し
め
ま
す
。

＊
乾
燥
や
多
湿
の
防
止
、
根
の
保
護
な
ど
の
た
め
、
耕

地
を
わ
ら
や
ピ
ニ—
ル
で
覆
う
こ
とC

き
れ
い
な
花
を
咲
か
し
続
け
る
に
は
枝
を
切

り
戻
す
こ
と
て
す
。
花
の
近
く
の
葉
は
三
枚
て

す
が
、
目
線
を
下
方
に
移
す
と
薬
は
五
枚
に
な

り
ま
す
。
新
た
な
よ
い
芽
を
出
す
た
め
に
、
花

が
終
わ
っ
た
ら
伸
び
た
枝
の
半
分
く
ら
い
の
位

置
の
五
枚
葉
の
つ
け
根
て
枝
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

夏
も
つ
ば
み
を
つ
け
ま
す
が
、
本
を
休
ま
せ

■

フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
大
船
植
物
園

鎌
倉
市
岡
本
1
0ー

8
C
o
4
6
7
(
4
6
)
2ー

8
8

交
通
／
J
R
大
船
駅
西
口
か
ら
徒
歩
1
6
分

蘭

時

問

／
9
時

1
1
7時

(
1
月
1
3月
は
1
6
時
ま
で
）

入
園
料
／
20歳
以
上
3
5
0
円

休
園
日
／
月
曜
日
、
祭
日
の
翌
日
駐
車
場
／
有
粘

后

パラ栽培の必需品、革

手袋（厚手と薄手）と剪

定（せんてい）パサミ， バ
ラ
の
手
入
れ
の
仕
ガ

9ヽ

c:-

よい芽をだすため、新しく

伸びた枝の半分くらいの位

置を切り戻す福井さん。

13 12 



向
ヶ
斤
遊
園
の
園
内
に
は
一

T
挿
‘
]
万
株
も
の
バ

ラ
が
咲
き
誇
る
放
地
約

一
万
ァ
士
名
NI

の
バ
ラ
苑
が
あ

り
、
現
代
バ
ラ
を
代
表
す
る
四
季
咲
き
大
粕
柾
か
ら

原
種
の
バ
ラ
ま
て
、
様
々
な
種
類
が
見
ら
れ
ま
す
。

中
て
も
皇
族
や
柑
界
各
国
の
ロ
イ
ヤ
ル
に
由
来
す
る

バ
ラ
が
そ
ろ
う
ロ
イ
ヤ
ル
コ
ー
ナ
ー
は
圧
巻
て
す
。

見
頃
●
五
月
中
句
5
六
月
上
旬
、
十
月
中
旬
S
十

一
月
上
句

JII皓
市
多
序
区
長
尾

6
0
4
4
(
9
1
_
)
4
2
8
1

交
通

／
小
田
急
線
「
向
ヶ
丘
遼
園
駅
」
か
ら
徒
歩
1
分
開
園
時
間

/
1
0時
S
1
7時
（
土
・
休
日
は
9
時
1
1
7時
30分
）
入
園
料
／
大

人
1
c,c, 0
円
、
子
供
5
0
0
円
休
圏
日
／
4
月
1
2
.
1
9
日、

6
月
14.15.21.22.28.29
日
（
春
期
）
駐
車
場
／
有
料

向
ヶ
丘
遊
園
ば
ら
苑

か
な
が
わ
の

バ
ラ
園

山
下
公
園

"●° 
,r- a 

lill農！

山
下
公
固
内
の
永
川
丸
が
係
留
さ
れ
て
い
る
付
近
に

約
四
十
種
、
八
百
株
の
バ
ラ
が
植
え
ら
れ
、
春
と
秋

の
年
二
阿
、
港
の
風
翌
に
あ
て
や
か
な
色
を
添
え
て

い
ま
す
。

見
頃
●
五
月
中
旬
1
下
旬
、
九
月
下
旬
ー
＋
月
上
句

横
浜
市
中
区
山
下
町
交
通
／
J

R
根
岸
続
「
石
川
町
駅
」
か

ら
徒
歩
10
分
駐
車
場
／
有
料

8
本
大
学
生
物
許
源
科
学
部
付
属
バ
ラ
園

イ
ギ
リ
ス
館
（
非
公
朋
）
と
山

f
-
―
一
番
館
、
港

の
兄
え
る
斤
公
園
内
に
隕
り
合
っ
て
建
つ
二
つ
の
汗

館
を
囲
む
よ
う
に
バ
ラ
園
が
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
館
は
昭
和
十
二
年
に
、
英
国
総
領
事
公
邸

と
し
て
建
て
ら
れ
た
建
物
て
、
横
浜
市
の
花
て
あ
る

バ
ラ
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
花
て
も
あ
り
ま
す
。

見
頃
●
五
月
中
旬

1
下
旬
、
九
月
下
旬
＼
十
月
上
旬

横
浜
市
中
区
山
手
町
交
通
／
J

R
根
岸
線
「
石
川
町
駅
」
か

ら
徒
歩
15
分
駐
車
場
／
有
料

港
の
見
え
る
丘
公
園
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン

こ
ど
も
植
物
園

低
い
イ
ヌ
ツ
ゲ
の
牛
け
坦
に
緑
取
ら
れ
て
赤
、
黄、

ピ
ン
ク
、
様
々
な
色
の
バ
ラ
が
約
八
十
種
、
二
百
五

十
株
は
ど
栢
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
間
園
以
来
、
大
き

な
手
は
加
え
ら
れ
ず
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ス
タ
イ
ル
が

守
ら
れ
て
い
ま
す
。

見
頃
●
五
月
中
旬
S
下

は
遍

旬
、ぃ口ぃパ旬」『

0
4
5

つ7
4

—

)|
0

_

5

交
通
／
J

R

「関
内

●
 急

駅
」
北
口
か
ら
平
和
台
行

き
パ
ス

「
児
童
瀦
園
地
前
」

パ
ス
停
下
車
、
徒
歩
ー
分

開
園
時
間
／
9
時
1
1
6時

30分
入
園
粘
／
無
料

休
園
日
／
月
曜
日
（
祭
日

は
翌
日
）
駐
車
場
／
な

し学
生
の
実
習
及
び
実
験
教
材
と
し
て
、
原
種
か
ら
呪

代
バ
ラ
ま
て
の
代
表
的
な
バ
ラ
の
品
秤
保
存
を

11的

に
栽
培
秤
理
。
二
百
八
十
品
種
、
千
八
百
株
は
ど
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ソ
レ
イ
ユ
・
ド
ー
ル
や
ラ
・

フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
珍
し
い
品
種
も
見
ら
れ
ま
す
。

見
頃
●
五
月
中
句
ー
七

月
中
旬
、
＋
月
中
旬
ー
＋

一
月
中
旬

藤
沢
市
亀
井
野
交
通
／

小
田
急
江
ノ
島
線

「六
会

（む
つ
あ
い
）
日
大
前
駅
」

か
ら
徒
歩
8
分

開
園

時
間
／
10時
S
1
6時

入
園
料
／
無
料
（
大
学
構

内
に
あ
り
、
花
の
時
期
の

み

一
般

公

開

）

休

園

日
／
な
し

（＊
臨
時
休

園
あ
り
）
駐
車
場
／
な

し

.j
i、
1
冒

-，v,.:̀
....
 

~――
ぞ
こ
．
こ
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-
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-
〖ざ
言
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(

：

·
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ヽ
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光
綾
（
こ
う
り
ょ
う
）
公
園

場下バ‘
／杢ス

ら鉄綾見
→ 線瀬頃

見 しは 綾

無 '7長→ 市 ● 、事ま約瀬
粘徒上後さ深五てす。匹l市

歩 深駅が谷
3谷西み g す十の

゜バ五市
か口野交旬 ラ種の

駐スら巳噸1 の ‘化
車停きか相脊 花千
=—- 上 が四バ

旬 詈且［
乱のち
れバな
るラん
初がて‘
夏植‘
の ぇ公
展 ら 園
色 れ 内
はてに

平
塚
市
総
合
公
園

公
園
内
の
世
界
の
バ
ラ
園
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
バ
ラ

の
生
性
国
別
に
バ
ラ
が
七
十
種
、
約
千
百
株
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
球
場
の
北
側
に
も
二
十
五
種
、
約
五

百
林
の
ほ
ど
の
バ
ラ
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
種
類

と
し
て
は
、
春
咲
き
の
も
の
が
多
い
。

見
頃
●
五
月
中
旬

i
下

旬平
塚
市
大
原
交
通
／
J

R
東
海
道
本
線
「
平
塚

駅
」
か
ら
徒
歩
20
分

駐

車
場
／
無
科

葉
の
形
が
サ
ン
シ
ョ
ウ
の
葉
に
似

て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
サ
ン
シ
ョ
ウ
バ

ラ
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
日
本

原
種
の
バ
ラ
て
、
自
生
地
が
富
士
箱

根
地
方
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
「
ハ

4

コ
ネ
バ
ラ
」
と
も
呼
ば
れ
、
箱
根
町

て
は
、
町
の
花
に
し
て
い
ま
す
。

ご
う

ら

せ
ん
ご
く
は
ら

強
羅
て
は
五
月
下
旬
、
仙
石
原
て

は
六
月
中
旬
‘
淡
い
ピ
ン
ク
の

一
重

の
花
を
つ
け
ま
す
。

「
サ
ン
シ
ョ
ウ
バ
ラ
」

I かながわのバラ附MAP I 

゜゚ ゜
0 

゜

罠 ／
 ＇ 

〇向ヶ丘遊圏ばら苑

R山下公園

R港の見える丘公固ローズガーデン

〇こども植物園

◎フラワーセンター大船植物園

R日本大学生物資原科学部

: : 合公園 ーーロ
写真提供／箱根町

17 

監修●福井英治（ふくい・えいじ）／昭和32年生まれ。神奈川県立フラ

ワーセンター大船植物圏で、パラの苗理、育成にあたる。横浜市在1圭

16 
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璽
ハ
回
の
闘
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振
興
財

団
主
催
の
商
業
従
業
者
海
外
派
造
団
に
参
加

し
て
、
平
成
六
年
に
イ
ギ
リ
ス
、
ス
イ
ス
、

フ
ラ
ン
ス
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。

私
は
呉
服
を
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
呉
服
の

批
界
も
御
多
分
に
も
れ
ず
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン

ト
店
の
進
出
に
遭
い
、
過
渡
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。専

門
店
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
自
分
に

問
い
掛
け
る
意
味
て
、
老
舗
の
伝
統
を
守
り
、

か
つ
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
魅
力
を
放
つ
ヨ
ー
ロ

専
門
店
の
商
品
の
付
加
価
値
は

店
の
姿
勢

ッ
パ
の
専
門
店
の
あ
り
方
を
学
び
た
い
と
思

い
、
参
加
し
ま
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
の
バ
ー
バ
リ
ー
て
の
レ
ク
チ
ャ

ー
が
大
変
印
象
的
て
し
た
。
自
分
の
お
店
の

商
品
に
対
す
る
誇
り
。
た
と
え
高
額
て
も
、

こ
れ
だ
け
の
も
の
を
こ
れ
だ
け
手
を
か
け
て

つ
く
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
値
段
は
当

然
と
、
自
信
を
持
っ
て
い
る
の
て
す
。
そ
し

て
、
お
客
さ
ま
に
バ
ー
バ
リ
ー
製
品
を
持
つ

こ
と
に
、
満
足
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の

姿
勢
に
は
感
服
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
が
自
信
を
持
っ
て
仕
入
れ
て
き

た
も
の
を
、
お
客
さ
ま
に
ど
う
ご
納
得
い
た

だ
く
か
。
専
門
店
の
よ
さ
は
、
き
ち
っ
と
し

た
商
品
知
識
の
上
に
、
そ
の
面
品
の
索
材
、

質
を
明
確
に
説
明
て
き
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。
私
も
、
も
っ
と
商
品
に
つ
い
て

勉
強
し
、
う
ち
の
店
て
、
私
か
ら
買
っ
て
、

ほ
ん
と
う
に
よ
か

っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
客
さ
ま
と
の
長
い
お
付

き
合
い
を
大
事
に
し
て
い
き
た
い
て
す
ね
。

シ
ミ
が
つ
い
た
と
い
わ
れ
る
と
、
お
客
さ
ま

の
も
と
に
す
ぐ
う
か
が
い
、
シ
ミ
抜
き
を
行

っ
た
り
、
ま
た
着
付
け
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
も

行
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
ア
フ
タ
ー
サ

ー
ビ
ス
は
変
わ
る
こ
と
な
く
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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｀ 右上／泉の森の園内にある「郷土民家図」の民家の内部。大和市の重要有形文イ頃オの 2

棟力移築され、公開されている。左上／泉の森園内。池には、約2万株の花ショウプや

アヤメ、カキッパタが植えられ、 6月上旬に花の時期を迎える。右下／子供から大人ま

で、大和の夏は、阿波おどり一色に染まるc 左下／大和駅前にある横浜銀行大和支店，

~ . 

禅
外
派
遣
団
て
原
く
な
っ
た
人
脈

も
う
一
っ
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
チ
ェ
ス
タ
ー
て
す
。
チ
ェ
ス
タ
ー
は
城

整
に
岡
ま
れ
た
町
て
、
イ
ギ
リ
ス
て
最
も
中

世
の
血
影
を
残
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
町
の
中
心
部
に
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー

「
ロ
ウ
ズ
」
が
あ
り
ま
す
。

「
ロ
ウ
ズ
」
の
外
観
は
中
批
の
様
式
て
統

一

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
石
特
の
階
段
を
上
が
り

中
に
入
る
と
、
近
代
的
に
ま
と
め
ら
れ
、
他

界
的
に
布
名
な

一
流
店
が
並
ん
て
い
ま
す
。

中
廿
の
町
並
み
と
近
代
的
な
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
。
ま
る
て
、
町
が
―
つ
の
テ
ー

マ
パ

ー
ク
の
よ
う
て
、
町
ぐ
る
み
て
中
世
の

イ
メ
ー
ジ
を
構
築
す
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ

に
は
驚
き
ま
し
た
。

ま
た
、
町
を
歩
い
て
い
て
、
色
彩
感
覚
の

違
い
に
ハ
ッ
と
す
る
こ
と
が
た
び
た
び
て
し

た
。
ロ
ン
ド
ン
て
見
か
け
た
、
ネ
ク
タ
イ
店

の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン
ド
ー
て
は
、
何
本
も
の
ネ

ク
タ
イ
を
使
っ
て
飾
り
付
け
て
い
ま
し
た
が
、

n本
人
の
発
想
て
は
、
全
く
思
い
付
き
も
し

な
い
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
な
ん
て
す
ね
。

私
が
参
加
し
た
回
は
、
業
種
は
そ
れ
ぞ
れ

て
す
が
、
年
齢
も
近
く
、
二
代

且

三
代

H

と
立
場
も
似
た
方
が
多
く
、
今
て
も
、
時
々

集
ま
っ
て
親
交
を
深
め
て
い
ま
す
。
会
う
た

び
、
刺
激
を
受
け
、
い
い
仲
間
と
出
会
え
た

こ
と
も
、
大
き
な
財
産
て
す
。

大
和
は
、
緑
が
多
く
、
市
内
に
幾
つ
か
大

き
な
森
や
公
園
が
あ
り
ま
す
。
中
て
も

「泉

の
森
は
四
十
ニ
ヘク
タ
ー
ル
も
あ
る
広
大
な

公
園
て
、
園
内
に
は
、
自
然
観
察
セ
ン
タ
ー

な
ど
も
あ
り
、
手
軽
に
自
然
と
触
れ
合
え
、

子
供
を
連
れ
て
出
掛
け
る
に
は
大
変
よ
い
場

所
だ
と
田
心
い
ま
す
。

知
年
、
七
月
の
最
終
十
曜
、
日
躍
に
は
、

恒
例
の
阿
波
お
ど
り
が
あ
り
ま
す
。
今
年
て

も
う
二
十
四
回
に
な
り
ま
す
。
大
和
の
駅
前

一
喘
が
会
場
に
な
り
、
さ
じ
き
席
も
て
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、

一
度
見
に
来
て
い
た
だ
き
た
い

て

す

ね

。

（

談

）

つ
る
や
呉
服
店
●
大
和
市
大
和
東
1

ー

3
|
7

小
田
急

江
ノ
島
線

・
相
鉄
線
「
大
和
駅
」
か
ら
徒
歩
2
分

6
0
4

6
(
2
6
1
)
0
5ー

9
/
9
時
30分
1
1
9時
／
年
中
無
休

押
田
好
夫
（
お
し
だ
・
よ
し
お
）

●
昭
和
四
十
二
年
、
大
和
市

生
ま
れ
。
つ
る
や
呉
服
店
の
営
業
を
担
当
、
三
代
目
を
目
指
し

て
、
脩
業
中
の
毎
日
で
も
あ
る
。

※
刺
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振
興
財
団
で
は
、
事
棠
の

―
つ
の
柱

と
し
て
平
成
元
年
よ
り
神
奈
川
県
の
商
業
従
業
者
の
方
を
対
象

に
「
神
奈
川
県
商
業
従
菜
者
海
外
派
遣
事
業
」
を
主
催
。
海
外

の
商
業
文
化
を
視
奈
す
る
機
会
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
-̂

阿
波
お
ど
り
て
盛
り
上
が
る
大
和
ク
夏
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年金

イプラザ

' ホール

〈
は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル
ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

ホ
ー
ル
利
用
の
ご
案
内

ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ
は
、
イ
タ
リ
ア
語
て
「
船
便
」
の
怠
味
。
広
く
冊

界
へ
つ
ら
な
る
文
化
、
芸
術
を
お
届
け
す
る
ホ
ー
ル
て
あ
り
た

い
と
い
う
願
い
を
こ
め
、
名
づ
け
ま
し
た
。
み
な
と
み
ら
い
に

建
つ
横
浜
銀
行
本
店
ビ
ル

一
階
に
あ
り
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、

コ
ン
サ
ー
ト
、
講
演
会
な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

●
ホ
ー
ル
｛
企
席
数
5
1
7席
（
前
舞
台
使
用
時
4
9
0席）

●
使
用
時
間

9
時
1
2
2時
ま
で

●
使
用
料
金
基
本
料
金
、
技
術
者
料
金
、
付
帯
設
備
使
用
料
の
合
計

3

茎
本
料
金
は
、

1
日
を
3
区
分
に
設
定
、

6
万
1
2
5万
円
。
技
術
者
料
金
は
、

1
名
3
万
8
千
円
ー
。
有
科
催
事
の
場
合
は
別
途
割
噌
粘
金
を
申
し
受
け
ま
す
。

●
休
館
日
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
、
年
末
年
始
、
5
月
3
日
1

5
日

⑩
お
問
い
合
わ
せ
•

お
申
し
込
み
先
ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ
ホ
ー
ル
事
務
室

（
銀
行
営
業
日
の
10
時
1
1
6時）

6
0
4
5
(
2
2
5
)
2
1
7
3

横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い

3
4ー
1
横
浜
銀
行
本
店
1
階

〈
は
ま
ぎ
ん
か
ら
の
お
矧
ら
せ
〉

「
年
金
」
電
話
相
談
サ
ー
ビ
ス
（
無
料
）
の
ご
案
内

年
金
制
度
や
年
金
請
求
の
手
続
き
方
法
な
ど
、

年
金
に
関
す
る
疑
問
に
何
て
も
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
屯
話
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

上
•
H

昭
＂
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す。

な
お
、
毎
週
三
回
実
施
し
て
い
る

「
年
金
教
室
」
の
お
申
し
込
み
も
承
り
ま
す
。

ま
た
、
年
金
に
関
辿
し
た
雇
用
保
険
制
度
、

健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
ご
相
談
も
お
受
け
て
き
ま
す
。

ダ

イ

ヤ

ル

、

l
`̀J
a
り

パ

ン

ク

●
〈
は
ま
ぎ
ん
〉
年
金
デ
ス
ク
ー
g
0
1
2
0
(
3
3
4
)
0
8
9

●
相
談
受
付

H

毎
日
。
（
た
だ
し
、
祝
H
、

12月
3
1
H
1
1月
3
日、

5
月
3
日
1
5
B
は
休
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

●
相
談
受
付
時
間

9
時
ー

17時

施
設
概
要

粘
土
質
の
土
壌
に
恵
ま
れ
害
虫
が
少
な

い
た
め
、
バ
ラ
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
地
方
と
異
な
り
、

H
本
て
は
手

塩
に
か
け
て
初
め
て
、
美
し
い
花
を
咲
か

す
こ
と
の
て
き
る
バ
ラ
の
栽
培
。
こ
の
花

を
神
奈
川
て
育
て
る
方
々
か
ら
は
、
特
別

な
思
い
入
れ
や
愛
者
が
伝
わ
っ
て
ま
い
り

ま
す
。品

種
改
良
や
追
伝
子
組
み
換
え
に
よ
っ

と
If

て
、
病
害
虫
に
強
い
バ
ラ
や
、
棘
の
な
い

バ
ラ
ま
て
つ
く
ら
れ
る
今
日
、
バ
ラ
の
花

は
と
て
も
身
近
な
存
在
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
つ
れ
て
、

『イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ロ
ー

た
と

ズ
』
と
喩
え
ら
れ
る
典
型
的
な
英
国
美
人

の
、
高
嶺
の
花
て
あ
る
が
故
の
匂
や
か
な

..._ 

r~ ~J 
寵 ,,

財
団
法
人
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振
興
財
団

事
務
局
長
高
橋
紀
雄

ホ
ー
ル
全
景
舞
台
形
式
か
ら
平
土
問
形
式
ま
で
、

多
様
な
設
定
が
可
能
で
す
。

気
品
も
、
や
や
色
槌
せ
た
感
が
あ
り
、
単

な
る
思
い
込
み
て
す
が
、
ち
ょ
っ
び
り
残

念
な
気
も
い
た
し
ま
す
。

け
れ
ど
、
先
端
科
学
の
恩
恵
に
浴
し
つ

つ
も
、

自
然
と
の
触
れ
合
い
を
楽
し
む
感

性
と
花
の
命
を
慈
し
む
心
情
さ
え
失
わ
な

け
れ
ば
、
手
塩
に
か
け
て
花
咲
か
す
喜
び

に
変
わ
り
は
な
い
も
の
と
信
じ
ま
す
。

こ
れ
を
機
に
、
優
雅
な
バ
ラ
の
花
々
が
、

皆
様
の
生
活
に
彩
り
と
潤
い
を
添
え
る
こ

と
と
な
れ
ば
、
編
者
と
し
て
望
外
の
幸
せ

て
ご
ざ
い
ま
す
。

編
集
後
記

ー

!!!L, 

ロピー気品ある落ち

着いた空問で、開演前、

幕間を優雅にお過こ・し

いただけます。
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